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ABSTRACT

In o r d e r  to o b t a i n  tltg d e s i g n  p a r ame t e r  f o r  the  improvement  

o f  t he  p r ebunche r  s y s t e m ， r e l a t i o n  between i n j e c t i o n  c u r r e n t  and 

r ema i n  power  i n  a p r ebunche r  c a v i t y  was measured  by the  beam 

l o a d i n g  s i g n a l . As a r e s u l t ， we f ound  t h a t ， RF power  o f  the  

p r e b u n c h e r  i s  r e q u i r e d  abou t  35KW at  maximum e m i s s i o n  c u r r e n t  

o f  25A， and a l s o  power  s p l i t t e r  i s  r e q u i r e d  to r e p l a c e  f r om 

22 . 8  dB to 19dB.

§ はじめに
阪 大 ラ イ ナ ッ ク で は 、 卜 ラ ン ジ ェ ン 卜 モ ー ド の ナ ノ 秒 パ ル ス 霣 子 ビ ー ム の 加 速 を 行 な  

っ た 場 合 、 入 射 さ れ る 霄 流 が あ る 値 以 上 に な る と 、 エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル は わ る く な り 、 

ま た 、 加 速 管 で の 透 遇 率 も 泜 下 す る 傾 向 が み ら れ る 。 こ の 主 な 原 因 は 、 プ リ バ ン チ ャ 一 の  
R F U 力 が 不 足 し て 、 ビ ー ム が + 分 群 集 さ れ て い な い 為 と わ か っ た の で 、 令 回 、 我 々 は バ  

ン チ ャ ー 系 の R F シ ス テ ム の 改 造 を 計 画 し 、 そ れ に 必 要 な デ ー タ 得 る た め に ブ リ バ ン チ ャ 一  

と バ ン チ ャ ー の ビ ー ム □一 デ ィ ン グ 特 性 を 調 べ た の で 報 告 す る 。

S 装 置 の 概 要 と 測 定
阪 大 ラ イ ナ ッ ク の R F システム 

は 、 図 一 1 に 示 す 様 に 、 バ ン チ ャ ー  
系 の 5 M W ク ラ イ ス ト ロ ン の R F は 、

固 定 パ ワ ー ス ブ リ ッ タ ー （2 2 .  8  

d B ) で 分 割 し 、 プ リ バ ン チ ャ ー に  
供 給 し て い る 。 こ の 部 分 は 、 5 M W  

ク ラ イ ス 卜 ロ ン を 増 設 し た 時 に 、 才 

リ ジ ナ ル の シ ス テ ム を そ の ま ま 残 し  

た の で 、 プ リ バ ン チ ャ ー の R F ® 力 

が 、 若 干 不 足 す る 事 が 予 想 さ れ て い  

た 0

従 っ て 、 今 回 は プ リ バ ン チ ャ ー 及 び 、 バ ン チ ャ ー の ビ ー ム □一 デ ィ ン グ を 観 測 し 、 

そ の 状 態 を 測 定 し た 。 ブ リ バ ン チ ャ ー は 終 練 部 に 、 低 桷 失 同 軸 ケ ー ブ ル （2 0 m ) と 
5 0  d B の 減 衰 器 を 、 ま た バ ン チ ャ ー は □ 一  ド 側 の 6 0  d B の カ ッ プ ラ ー 出 力 を そ れ



囡ー2

そ れ 、 7 1 0 4 オ シ □ ス コ ー  

ブ に 接 続 し て 測 定 し た 。 こ 

れ 等 の 測 定 シ ス テ ム を 用 い て  
、 5 n s の 入 射 パ ル ス で プ リ バ  

ン チ ャ ー の ビ ー ム □ 一 デイン 

グ を 観 測 し た と こ ろ 、 図 一 2  

に 示 す 様 な □ 一 デ イ ン グ に よ  
る R F レ ベ ル の 減 少 が 見 ら れ  

た 。 そ の 最 も 減 少 す る 迄 の 時  

固 は 、 入 射 パ ル ス 幅 に 一 致 し  
て お り 、 そ の 後 フ イ リ ン グ タ イ  
厶 で 元 の R F レ ベ ル に 回 復 す る 。

図 一 3 に 示 す 様 に 電 子 銃 か ら の  

入 射 電 流 を 増 加 し て い く と 、 R F  

を 殆 ど 消 費 し て し ま う 最 大 霄 流 値  
が あ り 、 そ の 値 は R F 霣 力 に 依 存  

レ て い た 。 図 一 4 は 入 射 電 流 と ロ  
一 デ イ ン グ に よ る R F の 減 少 蚤 に  

つ い て 、 電 力 を パ ラ メ ー タ 一 に と  

つ て 示 し た も の で 、 そ れ ぞ れ の 電  

力 に 於 け る 最 大 電 流 値 が 求 め ら れ  
た 。 こ の 結 果 か ら 、 最 大 入 射 霣 流  
? 5 A の 時 の 必 要 な R F 電 力 を 求  

め る こ と が で き る 。 上 に 述 べ た ブ  

リ バ ン チ ャ ー の 測 定 と 並 行 し て 、
バ ン チ ャ 一 の ロ ー  デ イ ン グ に つ い  

て も 調 べ た 結 果 を 0  — 5 に 示 す 。

バ ン チ ャ 一 に は 、 ス 卜 ワ ー ド パ  
ヮ 一 が 充 分 あ る の で 、 入 射 電 流 を 増 や し て も R F の減少は 

谨 で あ り 、 そ の 関 係 は 図 一 6 に 示 す 。 プ リ バ ン チ ャ ー R 

F を 全 て 消 費 す る 程 入 射 電 流 を 増 加 さ せ た と き 、 ビームの 

エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル に ど の 様 な 釤 蓉 を 与 え る か 調 べ て み  

た 。 図 一 7 は 、 入 射 電 流 と エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル の 半 値 幅  

の 関 係 を 示 し た も の で 、 ス ペ ク ト ル の 悪 く な り 始 め る 点 と  
R F が 零 に な る 入 射 電 流 と は 一 致 し た 。 こ の 事 か ら R F の 

パ ワ ー を 増 や し て や れ ば 、 入 射 電 流 が 多 く な っ て も ス ぺ ク  
卜 ル は 悪 く な ら ず に 加 速 出 来 る 亊 と 思 わ れ る 。
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1 8 k w が 入 力 さ れ て い て 、 こ の 電 力 で
§ 結果

通 常 の 運 転 で は 、 プ リ バ ン チ ャ ー に は 約  
群 集 出 来 る 最 大 電 流 は 1 8 a に な る 。 現 在 、 阪 大 ラ イ ナ ツ ク の 電 子 銃 シ ス テ ム は 、 n  

ル ス 幅 5 n s の と き に は 、 最 大 2  5  A が 得 ら れ て い る が 、 こ の 電 流 値 を 有 効 に 効 率 良 く  

加 速 管 へ 入 射 す る に は 、 少 な く と も プ リ バ ン チ ャ ー の 霣 力 を 測 定 結 果 か ら み て 、 3 5  

k w が 必 要 で あ る 。 従 っ て 、 プ リ バ ン チ ャ ー の R F シ ス テ ム の 改 造 に あ た っ て は 、 ノt 

ワ ー ス ブ リ ツ タ ー の 結 合 度 を 1 9  d B 程 度 に す れ ば 良 い 事 が わ か っ た 。
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